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的暗雲に包まれたままだった。インドも財政赤字で苦しんでいた。（この辺りにAnnual percentage unemployed 
































































































































































































するもの，などにすぎなかった。なお，アメリカ・タバコ会社（the American Tobacco Company：ATC）
と帝国タバコ会社（the Imperial Tobacco Company：ITC， 大ブリテンとアイルランドにまたがる）との闘
争も，両会社名の大仰な響きも作用して，大々的かつ面白おかしく取り上げられた。
　アメリカの侵略は，世界経済史の転換点を刻する事柄なので，英米双方で喧伝された。ただ，宣



































































































































亘る歴史を誇るハンブルグの大手私立銀行ハラー＝ゼーレ商会（Haller, Soehle and Co.）が窮地に陥った。
ハンブルグでは，このようなショックは1857年以来のことだった。同日，銅投機にはまり込んでいた














































































































































































































































































































































































































13.2％）に影響したにすぎない。（上記引用文 the percentage of the cultivated land of Britain in permanent pasture は，誤植
である可能性が高い。つまりクラパムは，このすぐ後に，L. de Lavergne の “nearly half the cultivated soil” was in permanent 
grass という1850年代ブリテンについての言を，自説を補強するために肯定的に引用している。おそらく上記文は the 





























新世紀に入って，ますますその傾向を強くした。1906年の或る報告（R. H. Rew, Report on the Decline in 



























































































　1910⊖12年に，D. ホール卿（Sir Daniel Hall）個人による優れたブリテン農業観察記が著された（D. 


























































年 食料（小売価格） 衣料（小売価格） 農業賃金
1892 103.9 101.0  93.9
  97  95.5  98.2  95.0
1900 100.0 100.0 100.0
  07 105.0 106.2 102.9
  13 114.8 115.9 111.1
  14 111.6 117.4 114.2
　　　　　　　　（1914年は，１⊖８月）
　　　・資料は商務省の Index Numbers of Retail Prices and Wages 
　　　・ A.L.Bowley によると，この頃，現物支給等々を含めた農業労働者の労働分配率は約３分の１
に達している（The Division of the Product of Industry, An Analysis of National Increase before the 



















































































さらにイヴシャム園芸業者の75％が「労働者として出発していた」と記している（L. Jebb, The Small 





































































































































































































































and Little Joss が市場に出され，少しずつ畑に広がっていった。しかし，これは始まりに過ぎなかった。
約3,200万エーカーの耕地のうち，小麦畑が190万エーカーに充たないブリテン農業は， Little Joss の登場
だけで救われるものではなかった。しかし，この効率的で小さな救世主は，新しいものを信じる用意の
ある社会において，以後何が達成出来るかを示唆するシンボルだった。
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